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The core items of the guidelines

(Kobayashi E & Nudesima J.  Surgery Today 2018)



日本外科学会CST推進委員会への報告書の要点



実践的な手術手技向上研修事業に関する評価会議
（厚生労働省ホームページで見れます）



大

大
・実施実績が採択条件、全国6ブロックから採択
・平成29年度予算額は44,549千円、各施設の予算は

7,429千円または1,857千円

大

大
大

大

大

・北海道大学 ・東北大学
・東京医科大学 ・千葉大学
・名古屋市立大学
・愛媛大学 ・岡山大学 ・徳島大学
・産業医大

大

参考資料：日本外科学会CSTガイドライン委員会、厚生労働省HP

H24～ 厚労省予算事業

「実践的な手術手技向上研修事業」 9大学

国内でのカダバートレーニングの実施状況

医学部：82大学
歯学部：29大学

全国

大

独自に実施 7大学
・札幌医大 ・岩手医大 ・福島県立医大
・横浜市立大学 ・獨協医科大学
・名古屋大学 ・愛知医科大学
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大
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
七戸



第196回国会 厚生労働委員会第3回 質疑項目：参議院
www.sangiin.go.jp/japanese/kaigijoho/shitsugi/196/s069...
...

（日本外科学会ホームページより）

http://www.sangiin.go.jp/japanese/kaigijoho/shitsugi/196/s069_0004.html
http://www.sangiin.go.jp/japanese/kaigijoho/shitsugi/196/s069


根拠法令 各州のAnatomical Gift Act
「研究または教育のため」

米国

Human Tissue Act 2004
「人間の健康に関連した
教育、トレーニングまた
は研究」と明記

CST特定の同意は求めら
れない

英国

地方自治体法
死後事務に

関する行政令

フランス

CST特定の同意は求
められていない

全国に28ある大学
献体センター実施主体 各大学献体プログラム

Willed Body Program

上記法令は献体の売買
を禁止しておらず、ブ
ローカーの介在する場
合がある

各大学＋王立外科医師会

特 記 遺体提供は限られる一方
で、動物の代替えは厳し
い。

イングランドWolfson Surgical Skills Centre
スコットランドClinical Anatomy Skills Centre

研修医向けの実施が多
く、教育効果を測った
論文も出ている

生きた豚・遺体・シ
ミュレーターを使っ
た研修を組織的に実
施施設あり

海外におけるＣＳＴの現状

(Kobayashi E & Nudesima J.  Surgery Today 2018より翻訳改編)



ＣＳＴガイドラインと今後の課題
１．解剖学教室を窓口とすること

２．施行者は、
医師または歯科医師に限ること

３．実施内容
（経理を合わせ）を報告すること

Anatomy

License

Transparency

解剖学教室の負担
をどうするか？

学生、コメデイカル
の実施をどうするか？

企業参入による経費
をどのようにするか？

（ワークショップにおける提案：小林）

第123回日本解剖学会総会・全国学術集会

（２０１８年３月２９日、武蔵境)



第118回日本外科学会定期学術集会
（２０１８年４月７日、東京)

外科領域における献体使用の現状と展望
１．新しく発生する負担をどうするか？

２．人材育成をどうするか？

３．高度機器や企業参入は？

（１）厚労省の予算化
（２）臨床教室が協力
（３）報告のＵＲＬ化

（１）教育者の育成
（２）論文化による業績

（１）公益性の向上
（２）貸出機器の共同運営

（ワークショップのまとめ：小林）



1）献体受付、遺体管理の体制

2）研修の実施回数及び時期

3）研修の実施体制（専門委員会の設置、倫理委員会への諮問等）

4）研修内容（プログラム、使用ご遺体数、参加者数、研修場所等

5）研修の周知方法、受講者の募集方法・選定基準

6）当予算の支出内容

7）「臨床医学の教育及び研究における死体解剖のガイドライン」の遵守

「実践的な手術手技向上研修事業申請」
に関する評価項目 （２０１８年５月２４日、神戸)

（事業申請説明会：小林）

・解剖学教室管理施設から出してはいけない

・献体の共同使用（頭部と腹部など）を参加する臨床科と考える

・医学生実習との兼ね合いを考慮

・臨床教育、研究に精通する人材の配置

・専門性の高い実習では資格も考慮する

・適正な参加費を徴収する

・改定項目に注意
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